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新
し
い
年
２
０
１
５
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
昨
年
末
の
総
選
挙
で
、
日
本
共
産
党

は
21
議
席
と
な
り
、
衆
議
院
で
も
議
案
提
案

権
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た

ち
中
央
区
議
会
議
員
団
は
、
国
会
議
員
団
、

都
議
会
議
員
団
と
力
を
あ
わ
せ
て
区
民
の
切

実
な
要
求
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
尽

く
し
、
こ
れ
か
ら
も
「
区
民
が
主
人
公
」
の

区
政
実
現
を
め
ざ
し
て
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

介
護
保
険
料
月
額

１
，
１
４
０
円
増
の
６
，
４
０
０
円
へ

12
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
「
福
祉
保
健
委

員
会
」
に
お
い
て
、
第
6
期
介
護
保
険
料
の

仮
算
定
値
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

試
算
は
「
２
０
１
５
年
度
か
ら
２
０
１
７

年
度
ま
で
の
3
カ
年
の
要
支
援
・
要
介
護
認

定
者
数
及
び
保
険
給
付
費
等
の
推
計
を
行
い
、

第
1
号
保
険
料
（
65
歳
以
上
の
高
齢
者
）
を

試
算
し
た
も
の
で
す
。
仮
算
定
基
準
額
は
、

第
5
期
基
準
額
と
比
較
し
て
月
額
１
、
１
４

０
円
の
ア
ッ
プ
の
６
，
４
０
０
円
へ
、
年
額

で
は
１
３
，
６
８
０
円
ア
ッ
プ
の
７
６
，
８

０
０
円
、
増
加
率
は
２
１
．
７
％
に
も
な
る

大
幅
な
保
険
料
の
値
上
げ
に
な
り
ま
す
。
本

算
定
に
向
け
て
の
変
動
要
因
（
介
護
報
酬
の

改
定
、
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
方
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
負
担
割
合
の
１
割
か
ら
２
割
負
担

へ
の
引
き
上
げ
な
ど
）
も
が
あ
り
ま
す
が
、
増
額
理

由
と
主
な
要
因
と
し
て
①
介
護
保
険
給
付
費
の
増
加

１
，
０
０
７
円
、
②
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
の
減

少
に
よ
り
６
３
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保

険
料
の
改
定
の
た
び
に
繰
り
返
さ
れ
る
値
上
げ
は
、

介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
た
２
０
０
０
年(

平
成

１
２
年)

で
は
５
段
階
設
定
で
３
，
０
２
５
円
か
ら

２
．
１
倍
以
上
の
負
担
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
左
記
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

裏
面
に
続
く

第6期（2015～2017年）介護保険料（仮算定値）
年額13,680円（21.7％）の大幅値上げ



「
改
定
（
改
悪
）
」
介
護
保
険
制
度

サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
は
許
さ
れ
な
い

安
倍
・
自
公
政
権
は
、
先
の
国
会
で
「
医
療
・
介

護
総
合
法
」
の
可
決
を
強
行
し
ま
し
た
。
こ
の
法

律
は
、
多
く
の
高
齢
者
を
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
対
象

か
ら
除
外
し
、
入
院
患
者
の
〝
追
い
出
し
〟
を
さ

ら
に
強
化
す
る
な
ど
、
公
的
介
護
・
医
療
保
険
を

土
台
か
ら
掘
り
崩
す
大
改
悪
法
で
す
。

★
改
悪
そ
の
１

「
要
支
援
外
し
」
を
す
る
こ
と

要
支
援
１
・
２
の
人
へ
の
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）
と
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
）
を
保
険
給
付
の
対
象
か
ら
外
し
、
市
区
町
村

の
事
業
へ
移
行
す
る
こ
と
で
す
。
訪
問
介
護
と
通

所
介
護
を
２
０
１
５
年
か
ら
２
０
１
７
年
に
か
け

て
、
市
区
町
村
ご
と
に
介
護
保
険
の
給
付
か
ら
外

し
、
地
域
支
援
事
業
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
基
準
、
単
価
、
利
用
者
負

担
な
ど
が
全
国
一
律
に
決
め
ら
れ
た
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
か
ら
市
区
町
村
ご
と
の
「
事
業
」
と
な
り
、

安
上
が
り
に
す
る
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
も
担
い
手
に
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

★
改
悪
そ
の
２

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
を
原
則

「
要
介
護
３
」
以
上
に
限
定
。

今
回
の
「
改
定
」
に
よ
り
、
在
宅
で
の
生
活
が

困
難
に
な
っ
た
要
介
護
高
齢
者
の
居
場
所
が
な
い

と
い
う
「
介
護
難
民
」
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る

中
で
、
要
介
護
１
・
２
の
人
を
入
所
申
し
込
み
の

対
象
か
ら
も
排
除
、
待
機
者
か
ら
も
除
外
さ
れ
切

り
捨
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

★
改
悪
そ
の
３

こ
れ
ま
で
一
律
「
一
割
負
担
」
で
あ
っ
た

利
用
者
負
担
を
、
所
得
に
よ
っ
て
「
二
割

負
担
」
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

今
回
の
一
定
以
上
の
所
得
者
へ
の
２
割
負
担
導
入

は
、
「
応
益
負
担
」
に
加
え
て
、
さ
ら
に
「
負
担

可
能
な
者
は
応
分
の
行
う
」
と
し
て
、
さ
ら
な
る

負
担
を
押
し
付
け
る
も
の
で
す
。

★
改
悪
そ
の
４

低
所
得
の
施
設
利
用
者
の
居
住
費
・
食
費

の
補
助
（
補
足
給
付
）
の
削
減
。

低
所
得
者
で
も
預
貯
金
な
ど
が
一
定
額
（
単
身

で
１
０
０
０
万
以
上
）
あ
れ
ば
施
設
の
居
住
費
や

食
費
を
補
助
し
な
い
と
し
て
い
ま
す
。
補
足
給
付

が
打
ち
切
ら
れ
れ
ば
、
食
費
や
部
屋
代
が
一
挙
に

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
介
護
保
険
見
直
し
は
、
全
分
野
に
わ
た

る
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
と
負
担
増
の
大
改
悪
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
で
は
な
く

公
費
負
担
の
拡
大
を

高
齢
者
の
介
護
保
険
料
が
「
改
定
」
ご
と
に
負

担
増
に
な
る
の
は
、
現
在
の
公
費
負
担
部
分
を
拡

大
し
、
保
険
料
に
依
存
す
る
仕
組
み
を
変
え
て
い

く
こ
と
で
す
。
国
庫
負
担
割
合
の
２
５
％
（
負
担

金
２
０
％
と
調
整
交
付
金
５
％
）
を
増
や
す
こ
と

で
す
。

国
は
財
政
危
機
を
強
調
し
ま
す
が
、
日
本
全
体

で
８
兆
円
を
超
え
る
「
介
護
保
険
給
付
費
」
の
う

ち
国
負
担
（
２
５
％
）
は
２
兆
円
程
度
で
す
。
政

府
一
般
会
計
予
算
の
２
％
程
度
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

防
衛
費
の
半
分
以
下
で
あ
り
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

財
政
出
動
の
額
に
も
及
び
ま
せ
ん
。

私
（
加
藤
ひ
ろ
し
）
は
、
国
に
負
担
を
求
め
る

と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
と
同
じ
よ
う
に
、
区

の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
い
、
介
護
保

険
料
の
負
担
軽
減
を
行
い
、
誰
も
が
安
心
し
て
介

護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。
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２０１５改正介護保険より

ブログもごらんください こんにちは加藤ひろしです 検 索


